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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

頭部外傷にはしばしば低ナトリウム血症を合併し，予後不良となりえる。今回我々

は頭部外傷に合併する低ナトリウム血症の頻度，危険因子や短期予後について検討し

た。2011 年 10 月から 2014 年 9 月までの 3 年間に岡山大学病院の救急集中治療室に

入室した CT にて頭蓋内出血を認めた頭部外傷患者を対象とし，後方視的に検討し

た。82 名の頭部外傷患者のうち，入室後 2 週間以内に 135mEq/L および 130mEq/L

未満の低ナトリウム血症を呈した割合はそれぞれ 51%(n=42)，20%(n=16)であった。

低ナトリウム血症は入室後中央値で 7 日目に起こり，3 日間持続した。多変量解析で

は頭蓋骨骨折の合併と入室 3 日目までの総輸液量が低ナトリウム血症の危険

因子であった。低ナトリウム血症群は人工呼吸管理期間および集中治療室滞在期間

が長く，神経学的予後も不良となる傾向があったが，統計学的有意差は認めなかっ

た。今後は頭部外傷に合併する低ナトリウム血症の適切な管理や予防について更に

検討する必要がある。
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